
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

2020年7月31日

株式会社京都銀行全体

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容 評価及び見直しは年に1回行っている。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況 当初計画通りに取組みができている。

認 証 番 号

【31年度の目標】
数値目標として電気・ガス・ガソリンの各使用量について、平成２８年度を基準
として毎年度１％以上の削減を目標とする。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

導 入 年 月 日 平成29年4月1日より

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 独自のシステム　【第三次環境プラン】

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

株式会社　京都銀行　代表取締役　土井　伸宏

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700番地

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

（1） 環境に関連する法律、規則、協定などを遵守します。
（2） 企業活動が環境に与える影響を的確に把握し、目的・目標を定めて取組む
とともに、定期的に見直すことで環境保全活動の継続的な改善に努めます。
（3） 省エネルギー、省資源、リサイクル活動を推進し、環境への負荷の軽減に
努めます。
（4） 環境に配慮した金融商品およびサービス等の提供を通じて、環境保全活動
に取組むお客様を支援し、地域社会の環境改善に貢献します。
（5） 役職員一人ひとりが環境問題に関する認識を深め、地域社会の環境保全活
動に取組みます。
（6） この環境方針および環境に関連する取組みにつきましては、役職員全員に
周知徹底し、一般にも公開します。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

法令の遵守については、これまでに違反及び指摘は受けていない。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

平成２８年度を基準として毎年度１％以上の削減を達成できている

基 本 方 針

【省ｴﾈ活動の推進】 ○ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ・ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ  ○ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ  ○照明間引
○ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ監視装置活用○「ﾗｲﾄﾀﾞｳﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」参加
環境に配慮した店舗 ○新築店舗等における環境配慮設備等の導入
【省資源化とﾘｻｲｸﾙ】
○廃棄文書ﾘｻｲｸﾙ ○ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化  ○ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟﾘｻｲｸﾙ  ○蛍光灯のﾘｻｲｸﾙ
【情報開示】 ○ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等への環境取組記載
○「持続可能な社会に向けた金融行動原則」参加
【森林保全】 ○「日本の森を守る地方銀行有志の会」への積極参加
○「京都ﾓﾃﾞﾙﾌｫﾚｽﾄ協会」への積極参加
○「京銀ふるさとの森」「京銀まなびの森」の育成
○「京銀ふれあいの森」における森林保全活動・間伐材利用促進




